
項目                 データ 

キャンパス 面積 ３７０，９２０㎡

学生数（総数）   ７，８６０人 

 学部学生  ６，０４７人 

 大学院生   １，５４３人 

 専攻科  １１人 

 社会人編入生   人 

 外国人留学生   ２５９人 

教職員数（総数）   １，９１９人 

 学長   １人 

 役員   ７人 

 教員   ８６７人 

 事務員   ２８２人 

 技術職員   １４９人 

 病院職員   ６１３人 

運営予算  ４１２億円 

附属センター・施設  １９施設 

附属図書館  面積 ８，４４９㎡ 

   蔵書  ８１３，０７８冊 

   雑誌  １６，９２５冊  

■大学病院の情報 

■大学の情報（平成２０年５月現在） 

項目    データ 

病院延面積   ９２，５４７㎡ 

診療科  ２６科 

患者数 外来 ４０１，２７０人 

  入院 ２１５，７９７人 

医療スタッフ  １，５０６人 

病床数   ７１０床 

病院内センター数  １９施設 

臨床検査件数  ２，６４１，０７５件 

手術件数   ６，３２７件 

麻酔件数   ８，５９５件 

分娩件数   ５５１件 

先進医療承認状況   ７件 

12

  
１ 

規
模
に
つ
い
て 

　
病
床
数
は
７
１
０
床
、医
科
歯
科
診
療
科

数
２６
、中
央
診
療
施
設
約
４０
施
設
、職
員
は

医
師
約
４
４
０
名
、歯
科
医
師
約
１
９
０
名
、

看
護
師
約
５
７
０
名
を
は
じ
め
全
体
で
は
約

１
５
０
０
人
の
大
世
帯
で
す
。
入
院
延
患
者

数
約
２２
万
人
、外
来
延
患
者
数
約
４０
万
人
、

手
術
件
数
約
６
３
０
０
件
と
い
っ
た
デ
ー
タ

が
示
す
と
お
り
大
変
多
忙
を
き
わ
め
て
お
り

ま
す
。 

 

２ 

特
徴
に
つ
い
て 

　
大
学
病
院
の
使
命
は
古
く
か
ら
い
わ
れ
て

い
る
教
育
・
研
究
・
診
療
が
三
大
基
本
で
す
が
、

最
近
は
特
に
社
会
貢
献
の
重
要
性
が
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、大
学
病
院
が
地

域
に
是
非
必
要
で
あ
る
と
住
民
に
望
ま
れ
る

病
院
と
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
次
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

（１）
 

医
療
の
質
の
向
上
に
つ
い
て 

　
自
助
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、第
三
者

に
よ
る
評
価
・
点
検
・
指
導
を
受
け
る
こ
と
も

重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
院
で
は
病

院
品
質
管
理
室
を
お
い
て
そ
の
中
に
①
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
②
病
院
機
能
評
価
③
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
等
の
部
門
を
お
き
、各
機
構
か

ら
認
定
を
う
け
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。 

 

（２）
 

一
般
診
療
科
以
外
の
特
徴
あ
る
診
療 

　
先
進
医
療
を
は

じ
め
と
し
て
多
く
の

難
病
・
重
症
患
者
を

診
察
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、病
院
内

に
新
し
く
設
置
し

た
組
織
・
診
療
シ
ス

テ
ム
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。 

Ａ
が
ん
診
療
連
携
セ
ン
タ
ー 

　
横
断
的
が
ん
診
療
す
な
わ
ち
多
く
の
診
療

科
の
連
携
に
よ
る
診
断
・
治
療
を
め
ざ
し
て

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｂ
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
主
に
リ
ス
ク
の
高
い
出
産
を
引
き
受
け
て

い
ま
す
。
年
間
約
６
０
０
件
の
お
産
の
う
ち
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
上
異
常
分
娩
が
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。 

Ｃ
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
） 

　
県
域
の
急
性
期
脳
卒
中
の
治
療
の
中
心
を

担
っ
て
い
ま
す
患
者
さ
ん
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

Ｄ
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
健
診
を
行

な
い
ま
す
。
現
在
数
ヶ
月
先
ま
で
予
約
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。 

Ｅ
美
容
外
来 

　
こ
れ
も
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
診
療
活
動

の
ひ
と
つ
で
、中
年
女
性
の
し
み
等
の
治
療

等
を
医
学
的
見
地
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

Ｆ
子
と
親
の
こ
こ
ろ
診
療
室 

　
子
供
の
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
防
止
等
を
ふ
く
め
、

子
供
と
親
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
と
し
て
精
神
的

な
相
談
・
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
色
々
な
多

く
の
試
み
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
大
学
病

院
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
地
域
貢
献
で
き

る
「
大
学
病
院
ら
し

い
病
院
」
を
職
員
一

同
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

徳
島
大
学
病
院
の
概
要
と
特
徴 

     医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
長
　 

香
川 
征 

 

徳
島
大
学
の
概
要
と
評
価 

    総
務
担
当
副
学
長
　 

黒
田 

泰
弘 

 

　
徳
島
大
学
は
、「
自
主
と
自
律
の
精
神
に

基
づ
き
、真
理
の
探
究
と
知
の
創
造
に
努
め
、

卓
越
し
た
学
術
及
び
文
化
を
継
承
し
、世
界

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、豊
か
で
健
全
な

未
来
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
と
の
理
念

の
下
に
研
究
活
動
を
基
盤
に
し
た
教
育
と
社

会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
徳
島
大
学
は
、国
立
大
学
８７
校
の
中
で
、附

属
病
院
を
も
つ
中
規
模
の
大
学
で
す（
表
１
）。

年
間
の
運
営
予
算
は
、約
３
８
０
億
円
で
、徳

島
経
済
研
究
所
の
調
査
研
究
に
よ
る
と
、徳

島
大
学
が
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
波
及
効
果
は

５
７
５
億
円
と
徳
島
県
の
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

　
国
立
大
学
が
平
成
１６
年
４
月
に
法
人
化
さ

れ
て
か
ら
、企
業
と
同
じ
よ
う
に
、定
め
た
目

標
の
達
成
を
め
ざ
し
て
企
画
立
案
（P

la
n

）

し
、そ
の
計
画
を
実
施（D

o

）し
た
後
、成
果

を
評
価（C

h
e
c
k

）し
、そ
の
評
価
結
果
を
大

学
運
営
に
反
映
（A

c
tio
n

）し
て
改
善
に
つ

な
げ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
、今
ま
で
以
上

に
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、大
学
は

評
価
を
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
大
学
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
評
価
に
は
、国
立
大
学
法

人
評
価
と
認
証
評
価
が
あ
り
、い
ず
れ
も
自

己
点
検
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ

れ
ま
す
。 

 

　
法
人
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、法
人
の
自
己

点
検
・
評
価
に
基
づ
き
、法
人
の
中
期
目
標（
６

年
間
）の
達
成
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を

行
い
、法
人
の
業
務
全
体
を
総
合
的
に
評
価

さ
れ
ま
す
。
評
価
は
、毎
年
度
及
び
中
期
目

標
期
間
ご
と
に
行
わ
れ
、評
価
項
目
は
、①
教

育
研
究
等
の
質
の
向
上
、②
業
務
運
営
の
改

善
及
び
効
率
化
、③
財
務
内
容
の
改
善
、④

自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
提
供
、⑤
そ
の

他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項（
施
設
設

備
の
整
備
、安
全
管
理
等
）で
す
。 

 

　
本
学
は
、平
成
１６
〜
１８
年
度
に
お
い
て
毎

年
度
、「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向

け
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
総
合
的
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
評
価
は
、法
人
の
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、中
期
目

標
期
間
終
了
時
の
評
価
の
結
果
に
は
、平
成

２２
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
中
期
目
標
・
中
期

計
画
及
び
資
源
（
国
か
ら
の
補
助
金
）
配
分

に
反
映
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

　
認
証
評
価
は
、①
大
学
の
教
育
研
究
活
動

等
の
質
の
保
証
、②
評
価
結
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
る
大
学
の
教
育
研
究

活
動
等
の
改
善
、③
大
学
の
教
育
研
究
活
動

等
の
状
況
に
つ
い
て
、社
会
に
対
す
る
説
明

責
任
の
た
め
に
実
施
さ
れ
、７
年
以
内
に
一
度
、

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

　
認
証
評
価
は
、教
育
を
中
心
と
し
た
総
合

評
価
で
、大
学
の
目
的
、教
育
研
究
組
織（
実

施
体
制
）、教
員
及
び
教
育
支
援
者
、学
生
の

受
入
な
ど
１１
の
基
準
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
ま

す
。
本
学
は
、認
証
評
価
を
平
成
１８
年
度
に

国
立
の
総
合
大
学
の
中
で
初
め
て
の
グ
ル
ー

プ
で
受
け
、「
基
準
を
満
た
し
て
い
る
」
と
総

合
的
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
評
価
を
受
け
る
た
め
に
は
、自
己
点
検
・
評

価
を
含
め
て
膨
大
な
作
業
が
必
要
で
、ど
こ

の
大
学
も
評
価
疲
れ
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、大
学
は
評
価
を
免
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、評
価
結
果
を
大
学
の

改
善
、発
展
の
た
め
に
最
大
限
、活
か
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

評
価
さ
れ
る
徳
島
大
学 
特集  

徳
島
大
学
の
特
徴
お
よ
び
将
来
の
方
向
性 

 

徳
島
大
学
長
　 

青
野 

敏
博 

 

徳
島
大
学
の
特
徴 

 
徳
島
大
学
の
特
徴
と
し
て
は
、 

（
１
）医
学
、歯
学
、薬
学
部
お
よ
び
疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
疾
患
ゲ
ノ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
が
揃
っ
て
お
り 

 

生
命
科
学
研
究
に
強
い
大
学
で
あ
る 

（
２
）大
学
院
の
重
点
化
を
進
め
て
お
り
国
際
的
な
教
育
、研
究
の
拠
点
と
し
て
世
界
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る 

（
３
）工
学
部
を
中
心
に
産
学
官
の
連
携
に
力
を
注
い
で
お
り
企
業
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
大
学
と
評
価
さ
れ
て
い
る 

（
４
）総
合
科
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
教
養
教
育
を
担
当
し
て
お
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る 

（
５
）徳
島
大
学
病
院
は
先
進
医
療
の
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
多
く
県
民
の
医
療
を
担
っ
て
い
る 

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 将
来
の
方
向
性 

 

将
来
の
方
向
性
と
し
て
は
、 

（
１
）前
記
の
特
徴
を
生
か
し
個
性
輝
く
大
学
を
創
成
す
る 

（
２
）研
究
大
学
を
標
榜
し
先
進
的
な
研
究
拠
点
の
確
立
を
目
指
す 

（
３
）創
造
性
教
育
に
よ
り
教
育
の
質
を
高
め
進
取
の
気
風
を
持
っ
た
学
生
を
育
成
す
る 

（
４
）大
学
の
国
際
化
を
図
り
本
学
と
海
外
の
大
学
か
ら
同
時
に
学
位
が
得
ら
れ
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る 

（
５
）地
域
連
携
事
業
や
産
学
官
連
携
事
業
の
具
体
化
を
通
し
て
社
会
貢
献
を
果
た
す 

こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。 

　 教
職
員
は
じ
め
学
生
の
皆
さ
ん
、徳
島
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

表 １ 



■主な競争的研究資金 
１． ２１世紀ＣＯＥプログラム（平成１５－１９年） 
 （１） 多因子疾患克服に向けたプロテオミクス研究 ６．３億円 
 （２） ストレス制御をめざす栄養科学  ９．２億円 
２． 知的クラスター創成事業（平成１５－１９年） 
 ヘルステクノロジーを核とした健康・医療クラスター １８．０億円 
３． 科学技術振興調整費（平成１７－２１年） 
 生体成分粘膜アジュバントによる戦略的予防 ６．４億円（予定） 
４． 保健医療分野における基礎研究推進事業（平成１７－１９年） 
 新規ＴＰＰＶの発見を基盤とした「熱不安定性フェノタイプ」の 
 スクリーニング、診断法の確立と治療法の開発 １．４億円 
 
■本学が獲得した外部資金 
１． 公的な競争的資金 
 （１） 文部科学省科学研究費補助金  平成１８年度 １１．０億円（２１位） 
     平成１９年度 １１．５億円（２２位） 
     平成２０年度 ９．８億円（２４位） 
 （２） 文部科学省競争的資金  平成１８年度 ６．１億円 
 （３） 他省庁研究費   平成１８年度 ２．６億円 
２． 産学連携による資金 
 （１） 委任経理金   平成１８年度 ８．２億円（１３位） 
 （２） 受託研究   平成１８年度 ９．１億円（２６位） 
     平成１９年度 ９．２億円 
 （３） 共同研究費   平成１８年度 ４．７億円（１８位） 
 
■学術研究論文から見た徳島大学：大学ランキング 
   ２００８及び２００９「Ｓｃｏｐｕｓ」 

１． 掲載論文数 
 （１） 平成１６－１８年 ２，８１４件（全国国公私立大学７４４校中 ２１位） 
 （２） 平成１５－１９年 ４，７４７件（全国国公私立大学７４４校中 ２３位） 
２． 教員１人あたりの論文数 
 （１） 平成１６－１８年 ５．８３件（全国国公私立大学７４４中 ２４位） 
 （２） 平成１５－１９年 ９．７９件（全国国公私立大学７４４校中 ３２位） 
 （３） 平成１７年 化学論文抄録誌 １．０７件（全国総合大学中 １０位） 
 （４） 平成１８年 化学論文抄録誌 １．０１件（全国総合大学中 １２位） 
３． 論文被引用数 
 （１） 平成１６－１８年 ５，５７１回（全国国公私立大学７４４校中  ２１位） 
 （２） 平成１４－１８年 臨床医学論文数 ９０３件、引用度指数 １１３．６ 
 （全国国公私立大学 ７４４校中 １０位） 
４． 「ネイチャー」・「サイエンス」掲載件数 
 （１） 平成１９年 サイエンス  ２件（全国国公私立大学７４４校中 ６位） 

　
本
学
は
、研
究
に
お
け
る
中
期
目
標
・
計

画
の
第
１
期
基
本
構
想（
平
成
１６
〜
２２
年
度
）

に
基
づ
き
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
及
び
テ
ク

ノ
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
す
る
世
界
最
高
水

準
の
研
究
拠
点
の
構
築
」
を
最
重
点
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
目
指
す
研
究
領
域
を
、「
健
康

生
命
科
学
」
、「
社
会
技
術
科
学
」
、「
地
域
創

生
総
合
科
学
」
と
明
確
に
定
め
、根
元
的
な

真
理
を
探
究
す
る
研
究
と
社
会
的
要
請
の

強
い
課
題
を
解
決
す
る
研
究
を
通
し
て
、国

際
社
会
で
高
く
評
価
さ
れ
る
学
術
研
究
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、自
由
な
発
想

に
よ
る
研
究
を
尊
重
し
、個
性
と
特
色
を
伸

張
さ
せ
た
独
創
的
な
研
究
を
展
開
し
て
競

争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

　
本
学
の
研
究
体
制
は
、戦
略
的
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、医
・
歯
・
薬
・
栄
養

の
大
学
院
研
究
科
を
統
合
し
て
平
成
１６
年

度
に
、「
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
」

を
設
置
し
、平
成
１８
年
度
に
は
、工
学
部
の

部
局
化
に
よ
り
「
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
１９
年
度

に
は
、分
子
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
改
組

し
て
、「
疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、

平
成
２０
年
度
に
は
、ゲ
ノ
ム
機
能
研
究
セ
ン

タ
ー
を
改
組
し
て
、「
疾
患
ゲ
ノ
ム
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
高
度
な
研
究
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す

る
各
部
局
及
び
最
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
、「
医

学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院（
四
国
で
唯
一
治
験

拠
点
病
院
に
採
択
）
」
、「
ス
ト
レ
ス
栄
養
科

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
レ

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
発
展
的
に
改
組
し
、平

成
２０
年
度
に
全
学
共
同
教
育
研
究
施
設
と

し
て
設
置
）」
等
が
部
局
横
断
的
に
連
携
し
、

先
端
医
科
学
、プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
・
ゲ
ノ
ミ
ク

ス
、ス
ト
レ
ス
生
理
学
、先
端
栄
養
科
学
、フ

ァ
ー
マ
コ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
等
を
基
盤
と

し
て
本
学
独
特
の
「
健
康
生
命
科
学
領
域
」

を
構
築
し
、国
内
外
大
学
及
び
研
究
機
関
と

の
国
際
共
同
・
国
内
連
携
研
究
体
制
下
に
世

界
最
高
水
準
研
究
の
拠
点
形
成（
平
成
１５
年

度
に
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
拠
点
採

択
、現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

申
請
中
）を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
」
で

は
、社
会
の
発
展
に
必
要
な
２１
世
紀
型
科
学

技
術
（
環
境
保
全
と
科
学
技
術
の
共
存
）に

つ
い
て
戦
略
的
に
研
究
開
発
を
推
進
さ
せ
、

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
１７

年
度
に
国
際
的
に
評
価
の
高
い
研
究
や
研

究
グ
ル
ー
プ
を
選
定
し
て
工
学
部
に
設
置
し
、

平
成
１８
年
度
に
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
部
に
移
行
）、「
高
度
情
報
化
基
盤
セ
ン

タ
ー
」
、「
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
」
、学

内
他
領
域
（
健
康
生
命
科
学
・
地
域
創
生
総

合
科
学
）と
の
連
携
な
ら
び
に
国
内
外
大
学
・

研
究
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
、情
報
技
術

科
学
、地
球
環
境
技
術
科
学
、生
命
技
術
科

学
、新
機
能
性
材
料
科
学
等
の
発
展
を
目
指

し
た
独
創
的
な
革
新
的
技
術
を
開
発
し
、世

界
が
共
有
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
神
戸
大
学
と
で
共
同
開
発

に
成
功
し
た
、ガ
リ
ウ
ム
・
ヒ
素
半
導
体
を

使
用
す
る
大
容
量
光
通
信
向
け
ス
イ
ッ
チ
技

術
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
学
が
獲
得
し
た
競
争
的
研
究
資
金
は

多
種
多
様
で
あ
り
、研
究
を
標
榜
す
る
徳
島

大
学
の
研
究
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
資
金
基

盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

①
文
部
科
学
省
の
競

争
的
資
金
‥
各
種
科
学
研
究
費
補
助
金
、科

学
技
術
振
興
調
整
費
、
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム 

②
文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
独
立

法
人
の
競
争
的
資
金
‥
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
・
さ
き

が
け
等
の
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
、Ｊ

Ｓ
Ｔ
重
点
地
域
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

③
文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
独
立
法
人
の

公
募
型
資
金
‥
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
推
進
事
業
、二
国
間
交
流
事
業 

④
文
部

科
学
省
の
公
募
型
資
金
‥
都
市
エ
リ
ア
産

学
官
連
携
促
進
事
業
、知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創

成
事
業
、ゲ
ノ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
と
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。
主
た
る
獲

得
研
究
資
金
等
な
ら
び
に
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ

で
見
る
本
学
の
学
術
研
究
に
係
る
各
種
業

績
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
ま
と
め
て
表
に
し
ま

し
た
。 

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、本
学
が
目
指
す
チ

ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
研
究
の
展
開
は
世
界
規
模

で
益
々
熾
烈
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

本
学
は
研
究
に
お
け
る
中
期
目
標
・
計
画
の

効
率
的
な
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
た
め
に
は
、戦
略
的
な
研
究
基
盤
整
備（
研

究
施
設
機
器

等
の
完
全
共
有
化
及
び

全
学
的
支
援
体
制
、研
究
資
金
の

確
保
・
選
択
配
分
、研
究
用
人
材
の
育
成
・
確

保
・
選
択
配
分
）を
迅
速
に
企
画
・
実
施
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
方
、教
員
及
び
研

究
者
個
々
に
お
い
て
は
、斬
新
で
独
創
的
な

研
究
課
題
を
恒
常
的
に
創
出
し
、国
内
外
の

所
属
学
会
等
で
存
在
感
の
あ
る
研
究
を
維

持
し
て
ほ
し
い
。 
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本
学
は
、教
育
に
関
す
る
理
念
を
「
明
日

を
目
指
す
学
生
の
多
様
な
個
性
を
尊
重
し
て
、

人
間
性
に
富
む
人
格
の
形
成
を
促
す
教
育

を
行
い
、優
れ
た
専
門
的
能
力
と
、自
立
し

て
未
来
社
会
の
諸
問
題
に
立
ち
向
か
う
進

取
の
気
風
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
に
努

め
る
。
」
と
定
め
、人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
本
学
で
は
、教
養
教
育
が
特
に
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
ち
、総
合
科
学
部
が
中
心

部
局
と
な
り
、
①
大
学
入
門
科
目
群
、
②
教

養
科
目
群
、
③
社
会
性
形
成
科
目
群
、
④
基

盤
形
成
科
目
群
、
⑤
基
礎
科
目
群
か
ら
な
る

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
全
学
共
通
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
全
学
共
通
教
育
と
工
学
部
で
は
、創
成
学

習
・
共
創
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
、学
部
の
枠
を
越
え
た
自
主
創
造
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、本
学
の
教
育
理
念
で
あ
る

「
進
取
の
気
風
」
を
育
む
創
造
性
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
医

療
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、医
科
学
、

口
腔
科
学
、薬
科
学
、栄
養
生
命
科
学
及
び

保
健
科
学
の
教
員
に
よ
る
分
野
を
越
え
た

医
療
人
育
成
教
育
（
分
野
横
断
的
教
育
、チ

ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
、模
擬
患
者
に
よ
る
教

育
な
ど
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
栄
養
学
科
は
、全
国
の
医
学
部
の
中
で
唯

一
設
け
ら
れ
た
学
科
で
あ
り
、我
が
国
の
栄
養

施
策
の
推
進
役
と
な
り
う
る
人
材
を
養
成

し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
工
学
部
で
は
、工
学
教
育
に
関
す
る
日
本

技
術
者
教
育
認
定
機
構
（J

A
B
E
E

）
の
認

定
を
受
け
て
お
り
、教
育
の
質
が
保
証
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
人
間
・
自
然
環
境
研
究
科
臨
床
心
理
学
専

攻
は
、医
学
部
と
連
携
し
て
、幅
広
い
領
域

で
「
心
の
ケ
ア
」
に
対
応
で
き
る
臨
床
心
理

士
の
養
成
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
本
学
で
は
、平
成
１４
年
度
よ
り
全
学
的
な

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト（
Ｆ
Ｄ
）

を
１
期
３
年
単
位
で
推
進
し
て
お
り
、現
在
、

質
の
高
い
第
３
期
Ｆ
Ｄ
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
▼
▼
▼
▼
▼ 

　
本
学
で
は
、全
て
の
学
部
が
教
育
改
革
の

支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、次
に
あ
げ

る
１１
件
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
、将

来
を
見
据
え
た
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成

１５
年
度
工
学
部
）
、現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取

組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成
１６
年
度
工
学
部
、

平
成
１８
年
度
医
学
部
、総
合
科
学
部
）、大
学

教
育
の
国
際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
戦
略
的

国
際
連
携
支
援
（
平
成
１８
年
度
医
学
部
、平

成
１８
年
度
先
端
技
術
科
学
教
育
部
）
、地
域

医
療
等
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の

高
い
医
療
人
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成

１８
年
度
薬
学
部
）、「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
平
成
１７
年
度
医
学
部
、平

成
１８
年
度
口
腔
科
学
教
育
部
）、派
遣
型
高

度
人
材
育
成
協
同
プ
ラ
ン（
平
成

１８
年
度
先
端
技
術
科
学
教

育
部
）、中
国
・
四
国
広

域
が
ん
専
門
医
療

人
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム（
平
成
１９
年
度
医
学
部
、薬
学
部
等
‥
中

国
・
四
国
８
大
学
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形

成
し
て
８
コ
ー
ス
を
整
備
、本
学
は
が
ん
専

門
薬
剤
師
コ
ー
ス
、医
学
物
理
士
コ
ー
ス
、

が
ん
専
門
栄
養
士
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
幹
事
校
と
な
っ
て
い
る
。
）
特
に
、平
成

１８
年
度
に
は
採
択
件
数
が
全
国
第
２
位
で

し
た
。 

   

徳
島
大
学
の
教
育
の
特
徴
と
そ
の
将
来 

 

教
育
担
当
副
学
長
　 

川
上 

博 

徳
島
大
学
の
研
究
と
そ
の
展
望 

 

研
究
担
当
副
学
長 

長
尾 

善
光 
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日本の大学トップ１００ 
（週刊東洋経済 ２００７年１０月１３日号より） 

  １位 東京大学 
  ２位 慶應義塾大学 
  ３位 京都大学 
  ４位 大阪大学 
  ５位 早稲田大学 
  ６位 東京工業大学 
  ７位 北海道大学 
  ８位 東北大学 
  ９位 九州大学 
１０位 筑波大学 
 （＊以下国立大学のみ） 
１３位 名古屋大学 
１６位 千葉大学 
１８位 神戸大学 
１９位 一橋大学 
２２位 山梨大学 
２３位 広島大学 
２４位 横浜国立大学 
２６位 徳島大学 
２８位 電気通信大学 
２９位 群馬大学 
３０位 東京農工大学 
 
（注）１６６校（私立１０４校、国立５８校、公立
４校）を最新の財務データや就職率等の
学生情報を基に３項目１１の指標を抽出。
指標ごとに偏差値を計算し、その単純平
均を総合ポイントとし、順位付け。 
 

国立大学法人の財務状況（総合評価） 
（朝日新聞社大学ランキング２００９より） 

　１位 京都大学 
　２位 北海道大学 
　３位 筑波大学 
　４位 大阪大学 
　５位 長崎大学 
　６位 東京医科歯科大学 
　７位 東京工業大学 
　８位 徳島大学 
　９位 九州大学 
  １０位 広島大学 

（注）選定した３０の財
務指標ごとに、良い大
学から順に１～８３の順
位点を付け、さらに指
標の重要度により５点
又は１０点を乗じたも
のの合計を評点の低
い方から順位付け。 

図１ 

徳島大学の活動による支出額の内訳 

教育研究活動 
10,813

施設整備 
2,072

教職員・学生の消費活動 
19,250

学生 7,923 教職員  
11,323

学会参加 200

入試、図書館利用 262

病院への外来患者や 
見舞客 6,720

大学来訪者の消費活動 
7,182

支出額 
39,317 
百万円 

　
こ
こ
数
年
、マ
ス
コ
ミ
で
は
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
の
特
集
を
掲
載
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。一
昔
前
の
大
学
の
評
価
指
標
と
い
え
ば

入
学
試
験
の
難
易
度
で
あ
る
偏
差
値
ぐ
ら
い

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、最
近
は
、多
様

な
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

　
週
刊
東
洋
経
済
の
「
日
本
の
大
学
ト
ッ
プ

１
０
０
」（
２
０
０
７
年
１０
月
１３
日
特
大
号
）

で
は
、徳
島
大
学
の
評
価
は
、総
合
ポ
イ
ン
ト

５３
・
４
で
全
国
の
大
学
中
２６
位
（
国
立
大
学

中
１６
位
）と
い
う
結
果
で
す
。こ
の
順
位
は
中

国
・
四
国
地
区
の
大
学
と
し
て
は
広
島
大
学

の
２３
位
に
次
い
で
第
２
位
で
す
。 

　
こ
の
特
集
号
で
、徳
島
大
学
が
高
評
価
を

受
け
た
項
目
は
、い
わ
ゆ
る
外
部
資
金
の
獲

得
力
が
－Ａ
、経
常
費
用
の
う
ち
教
育
研
究
及

び
診
療
に
ど
の
程
度
支
出
し
て
い
る
か
を
示

す「
教
育
投
資
」が
＋Ａ
と
な
っ
て
お
り
、国
立
・

公
立
大
学
中
、資
金
獲
得
力
ラ
ン
キ
ン
グ
が

１５
位
、教
育
投
資
力
ラ
ン
キ
ン
グ
が
５
位
で
す
。 

 

　
朝
日
新
聞
社
は
、全
国
約
７
５
０
大
学
を

対
象
に
、教
育
・
研
究
・
就
職
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
、毎
年
「
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
し
て
大
学
総
合
評
価
誌
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
版
で
は
、掲

載
の
６５
指
標
の
う
ち
徳
島
大
学
は
１５
指
標
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。 

　
教
育
、研
究
以
外
の
指
標
と
し
て
は
、国
立

大
学
法
人
の
財
務
状
況
の
評
価
が
８
位
の
高

評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

 

　
財
団
法
人
徳
島
経
済
研
究
所
が
２
０
０
７

年
に
徳
島
大
学
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、

調
査
分
析
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、徳
島

大
学
の
経
済
波
及
効
果
は
５
７
５
億
円
で
県

内
総
生
産（
２
０
０
４
年
統
計
、２
兆
８
６
８

６
億
円
）の
２
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

　
調
査
で
は
、地
域
経
済
と
関
わ
り
の
あ
る

大
学
活
動
を
４
分
類
化
し
て
お
り
支
出
額

の
内
訳
は
、①
研
究
機
器
の
購
入
な
ど
の
教

育
研
究
活
動
が
１
６
０
億
円
、②
教
職
員
や

学
生
の
消
費
が
２
７
６
億
円
、③
建
物
の
改

修
な
ど
の
施
設
整
備
が
３２
億
円
、④
大
学
病

院
患
者
や
学
会
参
加
者
な
ど
の
大
学
来
訪

者
に
よ
る
消
費
が
１
０
７
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
結
果
を
、２
０
０
７
年
に
文
部
科
学

省
が
日
本
経
済
研
究
所
に
委
託
し
実
施
し
た
、

弘
前
大
学
、群
馬
大
学
、三
重
大
学
及
び
山

口
大
学
の
地
域
経
済
効
果
と
徳
島
大
学
を

比
較
す
る
と
、県
内
総
生
産
に
対
す
る
比
率

と
し
て
は
５
大
学
中
徳
島
大
学
が
最
も
割
合

が
高
く
な
っ
て
お
り
、徳
島
大
学
が
地
域
社

会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。 

   

6 5

平
成
１９
年
度
卒
業（
修
了
）生
の 

就
職
・
各
種
国
家
試
験
合
格
状
況
に
つ
い
て 

 マ
ス
コ
ミ
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
見
た
徳
島
大
学 

 

総
務
部
秘
書
課
長 

竹
内 

美
佐
子 

カテゴリー 支出額  　  総合効果（波及効果） 

教育研究活動 10,813百万円 　 16,008百万円 

教職員・学生の消費活動 19,250百万円 　 27,615百万円 

大学来訪者の消費活動 7,182百万円 　 10,675百万円 

施設整備 2,072百万円 　 3,213百万円 

　　　　　計 39,317百万円      　57,511百万円 

 

県内総生産に対する比率 

徳島県の県内総生産 28,686億円① 

徳島大学の経済波及効果 575億円② 

割合 ②／①=2.0％ 

 

■２００８年３月卒業者の 
就職率 
大学 ９６．９％  
（うち国公立大学 ９７．５％） 
（２００８年４月１日現在／ 
 ５月１６日文部科学省発表） 

 
卸売・小売 １８％ 

サービス １７％ 

金融・保険 １５％ 公務 １３％ 

製造 １１％ 

教育・研究 ９％ 

情報 ７％ 

運輸 ４％ 

不動産 ２％ 

医療・福祉 ２％ 

建設 ２％ 

■学部卒業生（医歯薬以外）の産業別進路先 

製造 ４９．８％ 

建設 １２．７％ 

サービス１０．３％ 

情報 ９．３％ 

公務 ７．６％ 

卸売・小売 ４．１％ 

金融・保険 ２．４％ 

教育・研究 １．７％ 運輸 １．０％ 

医療・福祉 ０．７％ 
 不動産 ０．３％ 

工学部 総合科学部 

■２００７年度 大学院修了者 進学・就職状況 ２００７年５月１日現在 
 
修士（博士前期）課程修了者       
  人間・自然環境    医学研究科   栄養学研究科   保健科学教育部   薬学研究科    工学研究科 
  研究科   医科学教育部    栄養生命科学教育部         薬科学教育部   先端技術科学教育部 
 修了者数 ５０   １８   ３１   １５   ６０   ３２２ 
 進学者数 ３   　４  　 ７    ０   ８   ２０ 
 その他 １０   ４   　 ５ 　 ９  　 ５   ６  
 就職希望者数 ３５ 　 １０   １９ 　 ６  　 ４７   ２９５  
 就職者数 ３０ 　 １０    　 １９ 　 ６ 　 ４７   ２８９  
 就職率 ８５．７ 　 １００ 　 １００ 　 １００  　 １００   ９８  
  
博士（博士後期）課程修了者 
   医学研究科     栄養学研究科   歯学研究科   薬学研究科   工学研究科 
   医科学   栄養生命科学   口腔科学    薬科学   先端技術科学 
    教育部   教育部   教育部   教育部   教育部 
 修了者数  ２３   １２   ２１   １６   ５９  
 進学者数  １   ０   ０   ０   ０  
 その他  １５   ７   ５   ８   ３０  
 就職希望者数  ７   ５   １６   ８   ２９  
 就職者数  ７   ５   １５   ７   ２４  
 就職率  １００   １００   ９３．８   ８７．５   ８２．８ 

表 １ 

表
１
参
照 

表
３
・
図
１
参
照 

表
２
参
照 

■２００７年度 学部卒業者 進学・就職状況 ２００８年５月１日現在 

 医学科 栄養学科 保健学科   昼間 夜間主 
 総合科学部 医学部 歯学部 薬学部 工学部 

卒業者数 ２６４ ８９ ４７ １３１ ５１ ９２ ５３７ ９７ 

進学者数 ４９ ０ １７ １６ ０ ５８ ２９７ ２２ 

その他 ２６ ４ １ １ ２ ３ ４ ６ 

就職希望者数 １８７ ８５ ２９ １１４ ４９ ３１ ２３４ ６８ 

就職者数 １８１ ８５ ２９ １１２ ４９ ３１ ２３１ ６０ 

就職率　 ９６．８ １００ １００ ９８．２ １００ １００ ９８．７ ８８．２ 

 

■徳島大学の県内に及ぼしている経済波及効果 
                                                       （[財]徳島経済研究所 調べ） 

特

集
　

評
価
さ
れ
る
徳
島
大
学

 

表 ３ 

■２００７年度　各種国家試験等の合格状況 
２００８年５月８日現在  
 
  　　　　　合格者数 国立大学での順位 

医師免許  ９２ （８８．５％） ３５位 
歯科医師免許 ５４ （９０％） ２位 
薬剤師免許  ８８ （７４．６％） ７位 
管理栄養士免許 ４５ （９５．７％） 
看護師免許  ６２ （９６．９％） 
診療放射線技師免許 ３４ （９４．４％） 
臨床検査技師免許 １５ （１００％） 
助産師免許  １７ （１００％） 
保健師免許  ７２ （９８．６％）   
  　　　　　合格者数 （学部） 

国家公務員 Ⅱ種 １４     （総合科学部 ６、 工学部 ８） 
地方公務員  ３９             （総合科学部 １９、 工学部 ２０） 
教員免許 中学校 ３８         （総合科学部 ３８） 
 高校 １２０           （総合科学部 ９２、 工学部 ２８） 
 養護教諭 ７       （総合科学部 ７） 


